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日本における食品表示の現状
　近年、産地偽装、期限切れ食品の
加工食品への使用、事故米の食品へ
の転用、中国産食品および原材料のメ
ラミン・残留農薬問題といった食の安
全・安心を揺るがす問題が多発し、消
費者の食品に対する不信感が増大し
ている。消費者の不信感は食品業界
への不信につながり、行政側の監視体
制への疑問を生じさせている。これを
受けて食品産地表示が義務化され、
以前は生鮮食品だけだったのが現在
は加工食品にも拡大している。民間企
業等における産地表示に対する取り組
みとして、表示の誤りが命取りになるの
で正しい産地表示が必要になったこと
と、産地判別技術が高度化したことに
より、自社での理化学分析により原材
料が正しいかどうかのチェックが行われ
るようになった。行政における産地表
示に対する取り組みも民間企業と同様
に、理化学分析による判別技術がとり
入れられ食品表示の監視・確認に利用
されるようになった。

代表的な理化学分析による産
地判別技術と利用
　代表的な理化学分析による産地判
別技術として、まずDNAによる判別
法がある。これは信頼性が高い一方、

（品）種が同じ場合には判別が困難と
いう欠点がある。次に含有成分濃度・
組成による判別法があり、これはさら
に、a元素組成による判別と、b同位体
比による判別に分けられる。aの特徴は
多くの実績がある一方、品目別に大き
なデータベース構築が必要となるという
欠点もある。bには軽元素同位体比に
よる分析法と重元素同位体比による分
析法があり、軽元素同位体比による判

別は同一産地でも様々な条件で変動
するため、細かい違いが分かるが、大き
なデータベース構築が必要といった欠
点がある。重元素同位体比による判別
は、高額の設備が必要で分析が煩雑
だが、信頼性が高いという特徴がある。
　民間企業等での産地判別には、軽
元素同位体比分析が最も多く利用され
ている。分析法が普及していることと、
汎用性があり様々な用途に利用できる
ためである。ただし、正確な分析値を出
すには熟練を要すること、データベース
の構築が必要なこと、誤判別が起こり得
るといった問題点もある。また、ICP-MS
を用いた元素組成分析も利用されてい
る。こちらも分析法が普及しており実績
があることや、多元素同時分析ができる
といった汎用性が利点で、問題点とし
てはデータベースの構築が必要、誤判
別が起こり得るといったことがある。
　 行 政 等での産 地 判 別には、まず
ICP-MSを用いた元素組成による分析
法が導入され、軽元素同位体比分析
法や、DNA分析による分析法も利用さ
れている。

判別技術に求められるポイント
　判別技術には、
第1に、信頼性と
可能な限り正確な
高い判別的中率
が求められる（100
％正確な判別は
不 可能ではある
が）。第2に、誰が
やっても同じ結果
を出せる簡便性と
可能な限りの迅速
性である。第3に、
大規模な設備を
要する判別技術

では容易に検査現場に導入できないた
め、可能な限り低コストが求められる。
　信頼性の高い判別を行うには複数
の判別技術を組み合わせることである。
組み合わせにより信頼性が高まるが、そ
れにより手間、コスト、時間がかかるた
め、最適な組み合わせが重要となる。
　次に、信頼性の高い重元素同位体
比を用いた分析を紹介する。

重元素同位体比の特徴と産地
判別への利用
　ストロンチウム（Sr）の同位体比を例
に特徴を述べる。重元素同位体比は、
同一の土壌と水を使った条件で栽培さ
れた同一産地の農作物の場合、①農
産物の部位の間での違いがない、②異
なる品目間で同一のため、品目別にデ
ータを取る必要がない、③農産物と土
壌抽出液の間で同一のため、土壌分
析により農産物の同位体比を予測する
ことができる点が特徴で、変動の要因
が非常に少なく信頼性の高い判別が
可能となる。
　よく使 わ れ る Sr の 同 位 体 比 は
87Sr/86Srである。87Srは87Rbのβ崩壊に
より生成し、岩石や土壌の87Sr/86Srは
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